
  

              最重点目標【自ら考え行動できる自律した生徒の育成】 
 

夏休みが明けても、猛暑が続く 9 月でしたが、ようやく秋を迎え、吹く風も涼しく過ごしや

すい気候となってまいりました。早いもので年度の半分が過ぎ１０月１１日（金）が前期の終業

となり、１０月１５日（火）・１６日（水）の秋季休業を含め５日間のお休みになります。短い

休みですが、後期への準備期間にしてほしいと思います。 

今年度は個別面談を後期の開始時期に変更し、前期の学習面などの課題を保護者、生徒、担任

の三者で確認し、後期のスタートにつなげたいと考えています。お忙しいとは思いますが日程調

整にご協力いただき、有意義な個別面談にできればと思います。 

 

合唱コンクールを開催します 
１０月８日（火）茅ヶ崎市文化会館にて校内合唱コンクールを開催します。生徒たちは夏休み

前から選曲や指揮者・伴奏者の選出など準備を重ねてきました。お忙しいとは思いますが、ぜひ

ご来場いただき、子どもたちの頑張っている姿をご覧いただきますようお願い申しあげます。 
 

【当日の日程】 

 １０：３０ 開場 

 １０：５５ 開会式 

 １１：１０ １年の部 

 １２：００ ２年の部 

１２：４０ ハンドベル全校合唱『萩の翼』 

 １３：５０ ３年の部 

 １４：４０ ３年学年合唱 

 １５：１０ 閉会式・全体学活 
 

※入場チケットの配付は行いません。受付にて、名札の確認と名簿の記入のみ行います。 

※DVD制作・販売のため会場内で録音をしております。写真・ビデオ等の撮影及び携帯電話等

のご使用はできません。ご理解とご協力をお願いいたします。 

※密集を避けるため終了後に文化会館周辺での写真撮影はご遠慮ください。速やかな帰宅をお

願いします。 

 

全国学力・学習状況調査結果について 

中学校３年生を対象として４月１８日に実施した「全国学力・学習状況調査」の結果が文部科

学省から公表されました。本校生徒の特徴として挙げられるものをお知らせいたします。 

国語、数学の２教科で合計３０問の設問に加え、生徒質問紙にも６５項目の設問があり、すべ

ての項目についての分析を記載することができないことをご理解ください。 

また本調査により測定できるのは学力の特定の一部であり、学校における教育活動の一側面

に過ぎないことを踏まえてご確認いただけたらと思います。 

萩園中学校だより  
 

   萩園中学校 学校だより⑦ 令和６年１０月１日 校長 小俣 宏之 



【教科について：国語 数学】 

○国語については、15問の設問中の平均正答数が８．４問で、全国平均より０．７問少ない結

果となりました。「読むこと」に関する思考力、判断力、表現力等に課題が見られましたが、

それ以外の項目については、ほぼ全国平均と変わらない結果でした。 
 
○数学については、15問の設問中の平均正答数が８．０問で、全国平均より０．７問少ない結

果となりました。「数と式」「関数」領域について、全国平均より低い傾向が見られました。

「図形」「データの活用」領域については全国平均とほぼ変わらない結果でした。 
 
※―昨年度→昨年度→今年度の全国平均正答数との差を比較すると、国語は－1．1問→－０．

９問→－０．７問、数学は－２．０問→－１．１問→－０．７問と、少しずつではありますが、

継続的に全国平均との差が改善している状況が見られます。全国平均との比較だけではなく、

学習指導要領の各領域や評価の各観点における正答率等についても分析をすすめ、今後も校

内研究を通した授業改善に努めていきたいと思います。 
 
【家庭での生活・生活習慣について：朝食 就寝時間】 

○朝食の喫食率は、肯定的な回答が９割で、全国平均とほぼ変わら

ない結果となっています。昨年度の本校のデータと比較しても、

肯定的な回答は、ほぼ変わらない結果となりました。また、今年度

のほぼ決まった時刻に寝ている生徒の割合は７５％で、昨年度と

ほぼ変わらない結果となりました。全国平均の８０％と比べると

若干低い結果となっていますが、多くの生徒が規則正しい生活を送ることができているよう

です。今後も規則正しい生活習慣について、ご家庭での協力をいただければと思います。 
 
【萩中生の意識について：自己肯定感】 

○「自分には良いところがある」の問いに対して肯定的な回答をしている生徒の割合は、昨年度

は７１％でしたが、今年度は７６％で５％の改善が見られました。全国平均の８３％と比べる

とまだ低くなっていますので、この後も引き続き、生徒の自己肯定感の醸成に努めてまいりま

す。また、「先生は，あなたのよいところを認めてくれていると思いますか」の問いに対して

肯定的な回答をしている生徒の割合は、昨年度は８４％でしたが、今年度は８８％で、４％の

改善が見られました。全国平均９０％に比べてもほぼ変わらない数字と言えると思います。

「先生が、自分のよいところを認めてくれている」という生徒たちの意識は高まってきている

ので、今後も教職員によるポジティブな行動支援を心がけていきたいと思います。 
 
【家庭学習・学習時間について：平日休日の学習時間】 

○学習時間については、平日と休日の学習時間についての設問があり

ました。塾などに通う日が平日が多いことの影響と考えられますが、

平日より休日の学習時間が短いという結果となりました。部活動も土

日のどちらか１日はお休みになっていますので、休日の時間をもう少

し有効に活用できる余地があるのではないかと思います。また、

学習習慣の確立につながる課題の提示の仕方等についても各教

科で工夫していく必要があると考えています。 

 

本校では、本調査結果について全教職員で共通理解を図り、調査結果を活用して、日頃の教育

活動を検証し、今後の学習指導の工夫・改善に生かしてまいります。また、校内研究を通して

授業改善を図るとともに、生徒一人一人の学習意欲の向上に努めてまいります。 


